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貧しい人々の中で一番貧 しい人々 ， すなわち，皆に見捨てられてカルカッ タ市の道端で死を待つ人々
の救済と世話に一生を捧げた20世紀の聖女，マザー・テレサは，東京都で1981年の4月に行われた
『生命の尊厳と家庭自然計画を考える国際会議』での講演の中でこう述べた。









私達が時として失ってしま った人間尊殺の自 覚・・・これこそ現代人の 「裸射」である。裸射・宿の
ない者とは，周囲によ って除タ卜され， 詐にも望まれず， 皆に見捨てられる事でも ある。それは，
男であろうと，女であろうと， 子どもであろ うと差はありません』。





子を養わなければならないのなら， もう一台の 自家用車を 買う事ができませんし，カラーテレビ
も買えません。ですから その子を堕(殺)さ なければならないのです。堕胎は殺人罪です。詐に
よって? 母親によ って， 医師によ って。何と惨いことでし ょう! あの小さい，無防備で無罪
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の子ども 。 生まれてほしくない子ども。この j~境はひどい 貧困ではありませんか。それも. <愛
の場であるはずの〉家庭の具っ只中で。 …ひとされのパンがない故に詐も 死んでいない~(l)。
誠心誠意をもって全身全霊を挙げて神を愛し，自分と同じように隣人を愛する(愛神愛人)こと，






論的<pantheistic >.万有中有神論的<panentheistic >.万有中有霊論的 <animistic >.単一神教的
















ニーチェ (FriedrichWilhelin Nietzsche， A.D.1844-1900)はドイツのプロテスタン ト派牧師の息子と
して生まれ，ボン大学でプロテスタントの神学と古典文献学を修めた後，パーゼル大学の古典文献学
の教授となったo r運命と歴史』という書物の中で，人類が今まで，キリ ス ト教によってだまされ，
「神の永存J. I人魂の不滅J. Iキリストの臆罪」と「万人救済j等の教えに惑わされていたと1862年
に明示する。以後. 1889年に気が狂乱するまで，神とキリ ス ト教を相手に激闘し続けた。『悦ばしき





























































































牟尼の 「見仏慈人」の教えと， 2000年の歴史を持ち，万国万民に希望を示して来たキリス トの 『愛神
ひらき





























































































せよ。i与の魚と， 空の鳥と， 家畜と，地を這う生き物をつかさどれJo(旧約編，pp.5-6，創世記，1.1-28) 
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る。その時人々は，人の子が勢力と大いなる栄光をおびて雲に乗り下るのを見るであろう。こう
いうことが起こり蛤めたら，身を立てて頭をあげよう，あなたたちの救いが近づいたのだから…』。
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の現点として真理なのである。・・・あらゆるものごとの相 性 体 力等は無量無辺に実相である。













上正覚者 (略して「祖」と称す)および絶対的な生命 (略して 「仏Jと称す)，換言すれば，生仏祖
の相互関係を下記の如く説示する。
































そして， 33才の時に， I正法眼蔵」の予告巻と も言われる 「現成公案」巻の中で道元は， I水中泳魚
ひ
と空中飛鳥jという誓説をも って，仏様 と一切他界と その万有千化の道を次の如 く著述する。
うお
『魚が7~ をイT くとき水には限りがなく， 烏が空を飛ぶとさ空にはfRりがなし、。 しかし魚や烏は
昔から水や空を離れず，広く行く必要があれば広く行き，狭く行く必要があれば狭く行く 。その
ように して， それぞれの道を尽くしているとはいえ，烏が空を離れればたちまち死に，魚が7~を




性，即心是仏， 一頼明珠，心不可得，光明，態度b，有時， 全機，諮声山色，山水経，春秋， 三界唯心，
諸法実相，無情説法，法性， 十方，遍参，知来全身，生死，深信因果， 三時業と唯仏与仏の巻を通じ

































































であり，日月山河は仏命の日月的と 山河的な活現成であり，宇宙の大小・ 空間 ・事物徳力とその万変


















なる)，又は， もう 一人 (もう 一物， もう 一徳)の同一作者が生成する事になる。しかし，このよう
な事が不可能であり，未だ生じた事実はない(2九 次に，ありとあらゆる有限の作者の一切の活働とそ


















































的眼でみると， 1御いのちjである仏命とその本然自内性とみなされる 「仏性」 は，在り とあらゆる
ひりき




を公案 〔遍在する真理J，仏性，仏心，唯一心，諸法の実相 〔一切世界の至極J，虚空 〔無定相J，行
仏，法性，態度〔神秘の境J，如来〔かくの如く自然で必然的に現成するJ，御いのちゃ不可得心など
と呼んでいた。 宇宙万物を十方，尽十方界，諸法諸行， 公案の現成，空華 〔永遠無辺境が咲かす華J，
仏性の光明， 議声山色，山水経〔宇宙万物が語る真理J，仏土，仏国土，春秋，如来の全身， 真実人
の体 〔絶対の真実である岳脅的御命の生身J，生死去来 〔の世界〕ゃ援基界などと呼んだ。そして，
仏様と万世千界 〔略して 「生仏JJを『公案現成， 現成公案J， r一頼明珠J， r唯仏与仏』や『仏道』
という語で呼ぶのが好きだ、った。 こうして，禅師が説示している仏性と万劫千界の根本で性質的な関
係を下記の五つの連結に警え， まとめる事が出来る。
~ 仏様と宇宙万有は 「君臣一国Jのような世界である。 「十方j巻の中でこう述べる，r仏土
なるゆへに，以仏為主なり』。
~ 仏様と宇宙万物は 「親子一家」のような世界である。「唯仏与仏」巻と「諸法実相J巻の




~ 仏様と万世万界は 「心身一如」 のような世界である。仏様は一切心として，宇宙の万我物
事象はその一切心の生身としてしばしば描かれている。
~ 仏様と万劫千界は「真実人体」のような世界である。 「三界唯心j巻の中でこういう語句
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とあらゆる劫界や万有干化の本末としてウラづけているがそれらに依存しない。そして，仏様の御命

















有無を超えて有るもの(妙有)でもない。 まして，縁によ って(縁有)・・・迷いによ って有る (妄
有)ものでもない。 また， I~や対象，本質やタ卜面的性質というように，限定して考えられるもの
















無 〔限〕仏性の札前である。…なぜ 「無」というのかとい うと，仏性は空ですからゆえに空とい
うのである。…空は「無」いではない。・・空は無をいい表わす。… 「凡てのものが無である」 と





























































































にあ っては全くーである。「法性」の巻には 「無量劫の日月は法性の経歴な り」とあり ，1三界唯
心」の巻には 「生死去来これ心〔の活現成のー相一機〕なり」とあり， 年月日時これ心 〔の活現
成の一相一用〕なり。夢幻空華これ心〔の活現成の一相一機Jなり。水沫泡焔 これ心 〔の活現
成のー相ー用〕なり 。春華秋月これ心〔の活現成の一相一機Jなれ造次顛滞これ心 〔の活現
成のー相ー用〕なり」とある。 1'¥1不可得」巻に， 1イ弗道には室地みな心 〔の活現成のー相一機J
とあり。「即心走悌」の巻にはそ の走悌な るf!r，¥1を以て「心といふは，一心ー初法，一切法ーI¥.;
なり 」 と云ひ， 1心とは山河大地〔をして自らを現成する〕なり， 日月星辰 〔を して自らを現成
する〕なり」と云ひ， 1発無上心」の巻には 「いはゆる心は心如なり。童大地のI¥.;なり」 とある。
又「体性」 の巻に「無体性いまだ見聞せず道取せざるは，いまだ作悌せざる なり」とあ って，
〔その本性ではなく ，本質において〕 体性と同一存在とされて居る。斯くの如き慶大無辺なる体
性である以上，吾人は如何なる名稀を以てするとも，名稿のみにては絶対に悌性を把握すること






































































































































然によるもので、あった り，支離滅裂 滅茶苦茶で秩序の全くない活動や顕現でなければ， 荒屋無籍で、
































「住座Jの巻中に， ~念、磨も不得，不急磨也不得，急度u不急梅不得J (即ち， 1有仏性也不得，無仏性也
不得，無常仏性也不得J) という無際大師の語句を引用し，仏様(仏性・仏心)の神秘とその不可得
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己中心的な貧欲， ，倉、放心 (怠けて遊び回る事)と「吾れ神仏なりJ(己の上に神も仏もなし，俺の私利私欲が最高の法) という
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